
ヒマラヤ＜7514＞、創業家がTOBを実施

ヒマラヤは創業家の資産管理会社であるコモリ・コーポレーション（岐阜市）が同社株のTOB（公開買
い付け）を実施すると発表した。ヒマラヤは三菱商事と2011年10月に資本業務提携を結び、プライベ
ートブランド商品開発や物流効率化などに共同で取り組んできたが、同社との提携解消を受けて今回の
TOBを実施することになった。三菱商事は総発行株数の7.84％を保有するヒマラヤ株を全て売却する。

ヒマラヤの創業者である小森裕作代表取締役会長の長男である小森一輝専務が、今回のTOBを実施する
コモリ・コーポレーションの全株を保有している。

三菱商事の保有株式を含めて総発行株数の8.08％に当たる99万5300株を上限に、1株当たり805円で
買い取る。公表前営業日での終値1004円に対して-
19.82％のディスカウントプレミアムとなる。応募が96万6300株を下回る場合は応募株式全ての買い
付けをしない。

買付期間は2021年1月4日から2月1日まで。買付代金は約8億円。公開買付代理人は東海東京証券。決
済開始日は２月８日。


